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　初夏の候、会員の皆様におかれましては
益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。平
素は変わらぬご支援を賜り有り難く厚くお礼
を申しあげます。
　令和 7 年度の日本経済は、大企業を中心に
穏やかに成長を維持し表面的には回復基調に

ありました。大企業の一部では価格転嫁の進展を背景とし、
また輸出企業は円安を下支えとして底堅く推移し高水準を
維持しています。
　一方で、中小企業においては輸入物価の上昇を通じた原
材料価格の高騰や人件費の上昇分を価格へ転嫁できない
ケースも多く、また構造的な人手不足問題は深刻であり、
収益環境の格差が拡大した点が特徴となりました。
　個人消費については賃上げの継続により名目賃金は上昇
したものの、輸入原材料の上昇を通じて国内の物価上昇圧
力が継続し、食料品、エネルギーや住宅関連等、暮らしに
直結する価格上昇が家計を圧迫し、実質的な賃金の伸び悩
みが続いています。
　このような状況下、令和７年度の当金庫の業績につきま
しては、預金は期末残高 220,639 百万円となり前年度末比
1,101 百万円増加となりました。
　貸出金は期末残高 74,405 百万円となり前年度末比 491 百
万円の増加となりました。
　有価証券は期末残高 67,755 百万円となり前年度末比
11,086 百万円の減少となりました。
　損益状況につきましては金融機関の基本業務における収
益力を表すコア業務純益は 446 百万円を計上することがで
きましたが、政策金利の引上げにともなう長期金利の上昇
により、保有有価証券の評価損が拡大、今後の市場動向を
鑑み一定の売却処理を行ったことから経常損失 570 百万円、
当期純損失 607 百万円となりました。
　令和 8 年度は 6 年度からスタートした 3 か年経営計画『未
来を拓く変革への挑戦』の最終年度に当たります。初年度
である令和 6 年 7 月以降の金融政策の変更や世界情勢の変
化等の外部要因が 7 年度も経営に大きく影響したものの、
本計画で設定した各種数値目標は堅調に推移し、概ね達成
することができました。
　本年度においても様々な外部要因等の影響により、金融
環境はより厳しさを増すものと予想されますが、これまで
に取り組んできた流れを途切れさせることなく、新たな
100 年に向けて、引き続き計画目標の達成に邁進してまい
ります。
　結びに皆様方の一層のご発展、ご隆昌を心からお祈り申
しあげますとともに、新年度も一層のご愛顧を賜りますよ
う切にお願い申しあげ、ご挨拶といたします。

令和８年６月２３日

ごあいさつ

理事長　日　馬　直　一
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第103期末 貸借対照表

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　目
資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

科　目

220,639
8,109

124,846
602

81,057
3,924
2,099
464
40
197
2
3
32
10
0
72
26
77
66
338
94
0

103
7

130

221,846

708
708

9,726
717

9,009
9,500
490
△13

10,421
△3,718

19
△3,698
6,723

228,570

金額（百万円） 金額（百万円）
令和8年3月31日現在

預 金 積 金
 当 座 預 金
 普 通 預 金
 貯 蓄 預 金
 定 期 預 金
 定 期 積 金
 その他の預金
そ の 他 負 債
 未決済為替借
 未 払 費 用
 給付補塡備金
 未払法人税等
 前 受 収 益
 払 戻 未 済 金
 払戻未済持分
 職 員 預り金
 資産除去債務
 その他の負債
賞 与 引 当 金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
債 務 保 証

負債の部合計

出 資 金
 普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
 利 益 準 備 金
 その他利益剰余金
 　特別積立金
 　当期未処理損失金
処分未済持分
会員勘定合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

現 金
預 け 金
買入金銭債権
有 価 証 券
 国 債
 地 方 債
 社 債
 株 式
 その他の証券
貸 出 金
 割 引 手 形
 手 形 貸 付
 証 書 貸 付
 当 座 貸 越
そ の 他 資 産
 未決済為替貸
 信金中金出資金
 前 払 費 用
 未 収 収 益
 その他の資産
有形固定資産
 建 物
 土 地
 その他の有形固定資産
無形固定資産
 ソフトウェア
 その他の無形固定資産
繰延税金資産
債務保証見返
貸 倒 引 当 金
 （うち個別貸倒引当金）
投資損失引当金

資産の部合計

2,609
81,107
1,009
67,755
1,975
2,553
29,907

30
33,288
74,405
120

3,832
64,408
6,044
1,885
23

1,311
4

448
98

1,375
789
367
218
27
19
8
80
130

△1,816
（△1,716）

△0

228,570



第103期 損益計算書

経 常 収 益
 資 金 運 用 収 益
  貸 出 金 利 息
  預 け 金 利 息
  有 価 証 券 利 息 配 当 金
  そ の 他 の 受 入 利 息
 役 務 取 引 等 収 益
  受 入 為 替 手 数 料
  そ の 他 の 役 務 収 益
 そ の 他 業 務 収 益
  国 債 等 債 券 売 却 益
  そ の 他 の 業 務 収 益
 そ の 他 経 常 収 益
  貸 倒 引 当 金 戻 入 益
  償 却 債 権 取 立 益
  そ の 他 の 経 常 収 益
経 常 費 用
 資 金 調 達 費 用
  預 金 利 息
  給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
  そ の 他 の 支 払 利 息
 役 務 取 引 等 費 用
  支 払 為 替 手 数 料
  そ の 他 の 役 務 費 用
 そ の 他 業 務 費 用
  国 債 等 債 券 売 却 損
  そ の 他 の 業 務 費 用
 経 費
  人 件 費
  物 件 費
  税 金
 そ の 他 経 常 費 用
  そ の 他 の 経 常 費 用
経 常 損 失
特 別 利 益
  固 定 資 産 処 分 益
  そ の 他 の 特 別 利 益
特 別 損 失
  固 定 資 産 処 分 損
  減 損 損 失
税 引 前 当 期 純 損 失
  法人税、住民税及び事業税
  法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 損 失
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
土地再評価差額金取崩額
当 期 未 処 理 損 失 金

3,047,610

3,618,174

570,564
7,805

33,883

596,641
690

9,790
10,480
607,122
116,080

196
490,845

2,600,170
1,301,926
515,796
745,532
36,914
281,948
121,201
160,746
43,959
21,906
22,053
121,532
116,690
3,541
1,301

401,927
398,694
2,866
367

233,599
31,828
201,771

1,121,775
1,121,769

5
1,839,897
1,157,341
615,736
66,820
20,974
20,974

2,543
5,262

10,335
23,548

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金額（千円）
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで



第103期 剰余金処分計算書

当期未 処 理損 失金

積 立 金 取 崩 額

 特別積立金取崩額

 利益準備金取崩額

剰 余 金 処 分 額

 普通出資に対する配当金（年2%）

繰越金（当期末残高）

490,845,439

609,563,000

600,000,000

9,563,000

14,110,131

14,110,131

104,607,430

科　　　　目 金　　額（円）

以上のとおりであります。
令和8年6月23日

お知らせ
　令和8年6月23日、第103期通常総代会が開催され、下記の
とおり決議されました。

報 告 事 項  第103期 業務報告、貸借対照表および損益計
算書の内容報告の件について、原案のとおり
報告がありました。

第１号議案 剰余金処分案承認の件について、原案のとお
り承認されました。

第２号議案 定款一部変更の件について、原案のとおり承
認されました。

第３号議案 会員除名の件について、原案のとおり承認さ
れました。

第４号議案 総代候補者選考委員３６名選任の件につい
て、原案のとおり承認されました。

第５号議案 理事２名選任の件について、原案のとおり承
認されました。

第６号議案 監事１名選任の件について、原案のとおり承
認されました。

第７号議案 退任理事、退任監事に対し退職慰労金贈呈の
件について、原案のとおり承認されました。

記



○ 創立年月日 大正14年7月7日

○ 設立年月日 平成16年1月19日（高田信用金庫と合併）

○ 自 己 資 本 104億8千1百万円

○ 自己資本比率 12.67％

○ 会 員 数 15,744名

○ 店 舗 数 14店舗

○ 従 業 員 数 156名

金庫概要

上越信用金庫
理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 勤 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

日 馬 直 一
岩 﨑 幹 男
井 上 正 夫
渡 邉 雅 則
土 肥 宏 之
井 部 俊 一
白 川 　 宏
吉 田 　 巧
江 口 尚 也

平 岡 利 昭
上 田 滋 之
上 島 祐 司

常 勤 監 事

監 事

監 事

以上監査の結果、適正かつ適法であることを認めます。

（注）監事上島祐司は、信用金庫法第32条第5項に定める員外
 監事であります。



＜地域経済＞
店舗入口で地元企業様の各種商品販売会を行いました。
地域イベントへの参加、地域への寄付活動を行いました。

＜地域社会＞
小・中学生の職場体験受入を実施しました。
小学生図画・版画展覧会を行いました。

＜地域環境＞
6月15日「信用金庫の日」に各店で店舗周辺の清掃活動を行
いました。
海岸清掃や地域の清掃活動に参加しました。
超小型電気自動車コムス3台を購入しました。

ＳＤＧｓへの取組み



電話番号住 所店 舗 名店舗番号

001

003

004

005

006

007

008

009

010

011

014

015

017

021

本 店

柿 崎 支 店

大 潟 支 店

はれまち支店

名 立 支 店

浦川原支店

有 田 支 店

五 智 支 店

能 生 支 店

昭和町支店

高田中央支店

稲 田 支 店

南 支 店

大学前支店

相談テラス
じもっと
Jimotto

025-546-7600

025-536-2228

025-534-2724

025-524-4125

025-537-2311

025-599-2016

025-543-1122

025-543-5222

025-566-4141

025-522-3655

025-523-2117

025-524-3515

025-524-2311

025-522-4822

025-520-8115

上越市中央1丁目11-1

上越市柿崎区柿崎6221-11

上越市大潟区土底浜3025

上越市土橋2565

上越市名立区名立大町365-1
名立区総合事務所内

上越市浦川原区有島69-2

上越市春日新田2丁目5-27

上越市五智新町10-18

糸魚川市能生2482-1

上越市大貫4丁目6-3

上越市本町3丁目1-9

上越市稲田3丁目6-1

上越市南本町3丁目8-9

上越市春日山町2丁目6-6

上越市土橋2565
（はれまち支店併設）

店舗のごあんない店舗のごあんない

https://www.joetsu-shinkin.jp/

上越信用金庫
表　　紙

■第20回上越信金小学生図画展覧会「金庫賞受賞者」
１年生（中郷小学校）櫟 湊斗さん／２年生（富岡小学校）白田 詩乃さん
３年生（上雲寺小学校）葛西 唯乃さん／４年生（板倉小学校）大滝 依生さん
５年生（三和小学校）山本 湊大さん／６年生（高田西小学校）武石 梨咲さん

■第20回上越信金小学生版画展覧会「金庫賞受賞者」
１年生（大町小学校）古澤 太平さん／２年生（和田小学校）滝本 絢さん
３年生（安塚小学校）大石 直さん／４年生（下黒川小学校）小髙 千尋さん
５年生（富岡小学校）池田 結輝さん／６年生（高士小学校）立入 詩恵さん


